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大堀太千男
(東京キワニスクラブ会長)

設立40周年を迎えて

東京キワニスクラブは、去る 1月24日、設立40周年を迎え、ファミリ デ の今回、ボ

ブ ・ムーア国際キワ ニス会長ご夫妻をはじめ多くのゲス トのご臨席のもと、記念式典を催

すはこびとなりましたことを、皆様と ともに心からお慶び申 し上げま す。

「この10年の歩み」の編集は、設立40周年の記念事業のーっ として計画され、こ の10年

の当クラブの活動の歴史を整理、記録 し、 新たなる発展に資することにあります。

この10年、会員数が激減するなど当クラブは多くの課題に直面いたしております。 40年

前にこ のクラブを発足させ、その後育て、発展さ せてこ られた諸先輩の足跡をけがすこ と

なく 、更なる発展を目指して、 会員皆様とともに

1 クラブの一員であることが楽 しく、誇りに思えるクラブ造り

2 クラブ活動の原点である社会奉仕活動、特に幼児に対する奉仕活

動の積極的推進

3 共にクラブラ イフを楽 しみ、社会奉仕活動に誇りを持てる仲間の

獲得

に努めてまいりたいと思いますので、 一層の ご指導ご支援を賜りますようお願l¥申し上

げます。

終わりに、編集に当たられた広報委員をはじめ関係者各位に厚く御礼申しあげます。
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木村太郎
(日本地区ガバナー)

東京クラブ40周年を祝して

アジアで初めて東京にキワニスクラブが誕生したのは、東京オリンピックが華々しく開

催された1964年のことでした。時あたかもわが国は、第 2次大戦後の混乱を克服して高度

成長軌道にのり、漸く西側先進国の仲間入りを果たした時期でありました。爾来、東京ク

ラブは国際キワニスの一員の中にあって、エクセレン卜メンバーによる一級の奉仕クラブ

を標梼 して、 会員相互の研鑓と親睦をもとに奉仕活動を展開しつつ、着実にその地歩を築

いて今日に至りました。チャ ーターメンバーをはじめとする諸先輩の、これまでのご尽力

に深い敬意を表するものであります。

その後 ドルショックや石油危機あるいはプラザ合意と幾多の曲折を経て、 80年代後半以

降は所謂バブノレの発生とその崩壊に見舞われ、少子高齢化の進行もあって、このところわ

が国社会は大きく変貌を遂げてきており 、つれてわがキワ ニスクラブも、明らかに一大lf忌

機を迎えようとしております。

その ことを端的に表わしているのが、こ のところの会員の減少傾向でありま して、それ

に何とか歯止めをかけることが喫緊の課題であります。

今やわが国も成熟社会を迎え、先年の阪神大震災や北陸油濁事故の際に示された若者の

ボランティア精神や、熟年層の生き甲斐志向にみられるように、奉仕の精神は着実に社会

に根付いてきております。この際キワニスの原点に立ち返って、クラブの在り方そのもの

を見直 し、 次代を担う子供たちに重点を置いた奉仕活動を前面に掲げ、奉仕団体としての

理念を明確にすることが肝要だと思うのであります。

そうすることにより現会員の維持、 新会員の勧誘、さらには新クラブの設立に繋がって、

わが国のキワニス活動が益々発展してい くことを切に祈念して、お祝辞に代えたいと存じ

ます。
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Robert L. Moore 
Clnternational President) 

CONGRATULATIONS! 

Dear President Ohori， 

CONGRATULATIONS! 

January15， 2004 

We note the Kiwanis Club of Tokyo has completed 40 years of service to your community and to 
the world. It is our hope that your community recognizes the contributions your c¥ub has made since 
its inception. The Kiwanis International Board and staff want to thank you for sharing your time， 
talents， and resources to make your community and the wor¥d a better place in which to live and care 
for one another. 

1 hope your members continue to serve the people in need in your community and particularly the 
children. Always， give your best， for we are Kiwanis: A Family United in Service. 

Yours in Kiwanis， 

必ム/e;!μ~

2004年 1月15日

大堀会長殿

おめでとう ζ ざいます !

東京クラブが、皆様の地域社会及び世界lこ向けて、40年間の奉仕活動を全うされたことを心

よりお慶び申し上げます。

皆様の地域社会も、皆機のクラフが設立以来行って来られた貢献につきまして、 ト分に認め

ておられるものと存じます。
皆J憾の地域社会そして世界を、お五いに思いやることのできる、より良い生活の場にするた

めに、皆様がご自分の時間と能力と資力を分ち合ってくださった事に、キワニス ・インター

ナショナル理事会及び関係スタ y フ一同は、大きな感謝の意を表します。

私は、会員の皆様方が、皆様の地域社会で助けを必要としている人々 、殊に下供たちのため

に奉仕活動を続けられることを希望 しております。常に、皆様の最善を尽くしてく ださい。

私達は、キワニス、即ち奉仕のために一致団結しているファミリ ーなのですから。
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国際キワニス会長
ロノミ ー ト L ムーア



東京キワニスクラブの歩みー30年史(1964，...;1993)より

1964年 l月24日 東京キワニスクラブ発会式

(東京 ヒルトンホテルを例会場とする)

1965年 3月6日 チャ ーターナイト (写真0)

3月26日 第 l回レディ ースデー開催

(現在のファミリ ーデー)

第 1[[1キ ワニス文化賞贈呈 (高野松111(蒔絵)) 

@ (現在は日本地区で贈呈)

7月4日 第50回国際キワニス年次総会に鹿内会長夫妻参加
~8 日 (日本から初参加l 於ニュ ーヨー ク)

1966年 3月24日 第 l回キワニス社会公益賞贈呈

(彦根学園長 西原正目IJ (知的障害)) 

1967年 2月27日 東京キワニスクラブ社団法人認可

4月18日 「慰霊の泉」除幕献納式 (写真8)

@ 

1975年 8月28日 第 l回アジア太平洋会議香港大会

~8 月 30 日

1976年 l月9日 経団連会館に例会場を変更

1977年 9月13日 日本地区設立総会

1981年 4月5日 第 7厄|アジア太平洋会議東京大会(写真8)
~4 月 8 日 (於京王プラザホテル)

@ 

1985年 6月21日 第 1回東京キワニスクラブ青少年教育賞贈呈

(東京有li導員連絡協議会(非行防止)) 

1990年 7月3日 「慰霊の泉」清掃活動始まる

(国際キワニス設立75周年記念ボランティ ア活動

として)

1991年 2月 l日 「キワニスの森」寄贈(写真D)

(国際キワニス設立75周年記念事業として葛西臨

@ 海公園に大島さくら寄贈)

/ 
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|最近の奉儲動 l 
IDD (ヨード欠乏症)撲滅活動

精神障害などさまざまな障害を子供達にもたらすヨード欠乏症 (IDD= Iodine Deficiency 

Disorders)は、 日本ではなじみのない病気ですが、世界では多くの人々がこの病気に悩んで

います。人の一生に必要なヨー ドは茶さじ一杯分といわれていますが、毎日の摂取が必要です。

1990年、 “Young Children : Priority One" (幼児 :最優先)の標語の下、子供達への奉

仕活動に本格的に的をしぼった国際キワニスは、1993年のニース大会で、世界奉仕活動

(World Service Project=WSP)としてこのヨード欠乏症対策を発表、翌1994年、ニューオー

リンズ大会で2000年末までに7500万 ドルの募金をしてこれを撲滅するという誓約を採択 しまし

た。具体的には、国際キワニスが国連のユニセフとパート ナーシップを組み、キワニスが募金

活動、ユニセフが実行部隊を担い、世界の危険地帯に食塩に ヨードを添加する工場を1000ヶ

所設置し、恒久的にヨードの供給を確保しようとするものです。国際キワニスは、 007シリ ーズ

の映画俳優ロジャ ー ・ムーア氏をIDD撲滅活動名誉会長に任命し、積極的な募金活動に乗り

出しました。同氏は2001年 4月に来日 し、 IDD撲滅の重要性を訴えております。

キワニス日本地区は会員数比率 (約0.05%)を大幅に上回る100万 ドルを約束し、 東京ク ラ

ブは25万 ドルを分担しました。東京クラブはこのプロジェク トの早い段階で、クラブ設立30周

年記念事業の一環として、 5万ドルの拠出を表明するなど積極的な募金活動を行い、目標を

1999年末までに達成し、キワニス日本地区も2000年11月に約束を達成しました。これまでのキ

ワニス日本地区の拠出は2000万人以上の子供達を救ったことになります。国際キワニスの目標

達成はやや遅れ、2002年 3月末で6900万ト‘ルとなっています。

10年前、ヨード添加塩を必要とする子供達の15%しか供給できなかったのに、今日供給でき

る割合が80%に増え、多くの子供達がヨード

欠乏症の影響なしに生まれてくるようになりま

した。 しかし、まだ20%もの子供達はヨードの

供給を受けられないでおり、世界のキワニアン

は、今もこの対策を継続しています。
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l最近の奉仕活動 1 
キワニス・ドール

綿を詰めた白無地の人形“キワニス ・ドール"は、小児科の医師がドールの部位を指差して

患者の子どもたちから病状を聞いたり、治療の説明をしたりして、子どもたちから恐怖心を取

り除きつつ、診察や治療をスムースに進めるのに役立たせます。

このドールは、 1993年ごろ南オース卜ラリアで使われ始めました。そ して国際キワニスのネッ

卜ワークを通じ全世界に広がっています。今最も普及しているのはノルウェ ーやスウェ ーデンと

いった北欧の国々のようです。

このような動きを知った東京キワニスクラブも、 2001年10月、会員自身が汗をかくボランティ

ア活動の一環として、このドーノレを制作し、小児科の病院に使っていただこうということにな

りました。そして2001年ボランティア国際年記念行事に参加して、この年の12月 1日に代々木

国立オリンピック青少年総合センタ ーで聞かれたフォーラムに、キワニス・ドールを出展したこ

とをきかっけに、本格的な取り組みが始まりました。

ドールを作るのはまず会員です。月に一度第 2金曜日に「キワニス ・ドーノレを作る会」として

都合のつ く時間に事務局に三々五々集まり、自由に人形作りをしています。男性会員も60歳

台以下の人々は、小学校の家庭科の授業で裁縫を習った経験がありますから、 覚束ない手つ

きながら人形を縫っています。 もちろん自宅に持ち帰って、家族も一緒に作っています。明治

学院大学、淑徳短期大学等へ出かけていって、若い学生さん達のボランテイアク

にド一ル作りをすることもあります。 このキワニス・ドールの話が、 NHKラジオで取り上げ、ら

れましたので、外部のボランティアの方々が「作る会」に参加したいということで、事務局にお

出でになること もあり ます。

このような活動は他のキワニスクラブでも取上げられ、これまでに ドールを寄贈した病

院数は、聖路加国際病院、慶応病院、 JI国天堂大学病院、東大病院等全国で100以上におよ

び、3500個以上のド ールを寄贈 しました。益々多くの会員がこのド ール作りに参加される

ことを期待します。

令、
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|最近の奉佑韻 I 

「慰霊の泉」の清掃

慰霊の泉は、明治100年を記念して将来末永く残る有意義な事業を興したいとし1う、設立間

もない東京キワニスクラブメンバーの強い意志で、当時1600万円の寄付を募って靖国神社の中

に建てられた 「清らかな水を捧げる抽象的な母」の記念碑です。この記念碑は、戦没者の多く

が死に臨んで「お母さん水を !Jと叫んで息を引き取るのに、靖国神社には「水」がない、

「清らかな水を戦没者に」という、故大西滝治郎中将(特攻の生みの親と言われ、終戦日の翌

朝壮烈な自刃をとげた海軍中将)の未亡人淑恵さんの悲願を叶えるものでもありま した。また、

日米関係機関のご協力により、ブーゲンビル島、グアム島、フィ リッピン各地、 硫黄島、沖縄

各地などから51個の戦跡の石を収集 し、 この施設に展示 しております。施設設計は彫刻家の

井上武吉さん、建設は北野建設(株)が担当し、1967年(昭和42年) 4月18日靖国神社で献納

王にが行われました。

その後しばらくして、会員の阿部弘さん、鈴木義雄さん、敷佐三郎さんの 3人が中心となっ

て施設の清掃が続けられていましたが、1990年国際キワニス75周年にあたり、少し古くなった

慰霊の泉の改修工事を行うと同時に、奉仕活動のーっと して会員有志が火曜日と木曜日の朝

に輪番で清掃奉仕活動に当たることが決まりま した。現在もボランティア委員会の重要な奉仕

活動としてこの清掃活動は続けられています。

なお、設立40周年にあたり、このたび新たに会員から寄付を募り、当初の清楚なたたずまい

を取り戻すべく大改修工事を行い、3月16日に竣工いたしま した。
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写真で見るこの10年

1994年

4月4日 設立30周年記念第46回ファミリーデー

1995年

4月21日 第20回ASPAC大阪大会

1996年

4月1日 お花見例会(葛西臨海公園)

7月7日 靖国神社「慰霊の泉」清掃活動

4月22日 キワニス社会公益賞鰭呈式

10月18日 皆勤会員表彰式
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1997年

7月23日 東京湾横断道路見学会 9月3日 スイス銀行駐日代表ヴィットリオ・ウザォルピ氏を囲む会

1998年

5月20日 浮世絵鑑賞会 6月26日 東京キワニスクラブ青少年教育賞贈呈式

1999年

11月11日 チャーターメンバーの集い 12月 3日忘年会
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写真で見るこの10年

2000年

4月11日 第51回ファミリーデー 10月27日 鈴木裕子日伯親善ピアノリサイタル

2001年

4月17日 ロジャー・ムーア国際キワニス

IDD名誉会長来訪 (第52回ファミリーデー)

5月17日 拓大社会人公開講座

(講師派遣ボランティア活動)

9月7日 第25回日本地区年次総会東京大会
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2002年

5月8日 明治学院大学ドールを作る会 9月6日 キワニス社会公益貰贈呈式

2003年

liiiI 
守 色;， -、--

4月18日 お花見例会(30周年記念植樹くろがねもち見学) 6月26日 国際懇話会(関 志雄経済産業研究所上席研究員)

7月17日 会員システム見学会
9月12日 キワニスドールを作る会(NHKラジオ取材)
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東京キワニスの諸活動

担L金

東京キワニスクラブは毎月第 1、第 3、

第 5の各金曜 日に昼食会を行い、これを

例会としています。例会では会員ま たは

外部有識者による卓話が行われます。 こ

の10年間の卓話者、その話題は活動記録

のページをご覧下さし可。(2003年 4月まで

の例会は毎週金曜日の昼食時に行:われて

いました。)

2 火曜会

毎週火曜日の昼食時に、銀座 7丁目ラ

イオン 2階特別室で、食事をしながら自

由な懇談を行っている会です。会員なら

ば誰でも参加でき、費用はライオンのラン

チメニュ ーから女子きなものをオーダーする

だけの手軽さです。

3 国際懇話会

1 ~ 2ヶ月に l度程度の頻度で、在京の外国人あるいは国際的に活動 しておられる方を

夕食会に招き、時の国際問題について講演をお願し刊する国際懇話会を行っています。昼の例

会よりは時間をかけて突っ込んだ話を伺い、 質疑応答も行われます。

4 キワニス社会公益貰の贈呈

社会公益のために世間に知られず酬し 1られる こと も少なく 、長い間献身的労苦を続けて

いる人達を広く探し求め、毎年1刊二ず、つ選んで賞を贈りその功績に敬意を表するとともに、そ

の尊い存在を世間に紹介しようとキワニス社会公益賞が設けられています。受賞者は広く会員

からの推薦を求めて決定し、賞状と副賞賞金を贈呈 しています。 この10年間の各年の受賞者

は 110年間の行事と例会」のページに記載してあります。
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5 東京キワニスクラブ青少年教育賞の贈呈

国際的な活動を含め青少年の健全な育成に努めた個人又は団体を毎年表彰するもので、近

年は若い世代の人達自身の奉仕活動を優先的に取り上げています。受賞者はこれも広く会員

からの推薦を求めて・決定し、賞状と副賞賞金を贈呈しています。この10年間の各年の受賞者

は 110年間の行事と例会」のページに記載してあります。

6 キワニス・ドールを作る会

毎月第 2金曜日、事務局で会員、非会員有志によるキワニス ・ドールを作る会を行ってい

ます。参加者は随時可能な時間帯に事務局へ立ち寄り、キワニス・ドールの製作を行っていま

す。この他適宜大学のボランティ 7活動とタ イアップして、大学へ出かけていって学生達とキ

ワニス ・ドールを作る会を行っています。

7 「慰霊の泉J 清掃奉仕

毎週火曜日と木曜日に、 靖国神社境内にある「慰霊の泉」とその周辺の清掃を、有志会員

が!I国番で行っています。

8 国際キワニス会議への参加

東京キワ ニスクラブは、キワ ニスの国際的組織

である国際キワニス (KiwanisInternationaD 

の年次総会とアジア太平洋総会 (ASPAC)に参

加しています。 これらの会議が開催されるときに

は、代表して会議に参加する役員の他、 一般会

員有志もツアーを組んで、参加して世界各地のキ

ワニアンと交友を深めると共に、開催地近くの観

光地を訪れています。

9 見学会

年に 1"-' 2回、都内や近郊の公共施設、産業施設、文化施設等の見学会を行っています。

最近ではNHK放送施設、東京電力柏崎原子力発電所、 JRリニアモーターカ一実験施設

(山梨県)等の見学を行し 1ました。

10 ファミリーデー

毎年 1回、家族ぐるみの親睦を図るために行っています。プロ、アマチュアを問わず一流の

出演者によるエンターテイメン卜、バザー、オークション、福引きのある楽しい夕食会です。

- 13 



11 忘年会

家族ぐるみの忘年会(夕食会)です。恒例に

なっている宮田会員の奇術、ビンゴゲームが好評

です。

12 ゴルフコンfえ

春、秋の年 2巨|ゴルフコンペを行っています。原則として春は東京近郊の名門コース(平日)、

秋は紅葉の箱根湖畔コJルフコース(週末)で行っています。

13 キワニス共蓬会(小唄同好の集い)

春秋の年2回、小唄同好の士が集い、小唄の会

を開催しています。 2回に 1回は小唄振りを楽し

んでいます。

13 新春歌舞伎鑑賞会

毎年お正月に行う歌舞伎座での歌舞伎鑑賞会です。

14 宝塚観劇会

プラチナチケ ットと言われる東京宝塚劇場での宝塚歌劇の観劇会で、ほぼ毎公演ごとに行っ

ています。奥様、お嬢様方にも好評です。

15 第九を聴く会

年末恒例の東京交響楽団演奏のベートーベン交響曲第 9番を聴く会です。

16 キワニスワインサロン(休会中)

年に 6回、世界各国のワインの産地 ・特徴を

学びながら、テイス卜を楽しむワインサロンを開

催していました。(2002年以降休会中)

17 その他

以上の他、 会員相互の親睦を図るための納涼ヒ♂アバーティを行うなど、会員の自主的な企

画によるいろいろな奉仕、懇親の活動を行っています。

-14-



東京クラブ歴代会長と国際大会

-・・・E冒I層調・・・・ -・・・・四冨冨商・・・・・
1964 (昭和 39.1~39.12) 鹿内 信隆(物故) 第49回ロサンゼルス

1965 (昭和 40.1~40.12) " 第50回ニューヨーク

1966 (昭和 41.1~41 . 12) 原 文兵衛(退会) 第51回ポートランド

1967 (昭和 42.1~42.12) 北裏 喜一郎(物故) 第52回ヒューストン

1968 (昭和43.1~43 . 12) 篠島 秀雄(物故) 第53回 卜口ン卜

1969 (昭和44.1 ~44 . 9) 上村 健太郎(物故) 第54回マイアミ

1969-70 (昭和 44. 1O ~45 . 9) 田坂 輝敬(物故) 第55回デトロイト

1970-71 (昭和 45. 1O ~46.9) 水島 広雄(退会) 第56回サンフランシスコ

1971-72 (昭和 46. 1O ~47 . 9) 中山 恒明 (休会) 第57回 ア卜ランティツクシティ

1972-73 (昭和 47. 1O ~48.9) 平野 組 (物故) 第58回モントリオール

1973-74 (昭和 48. 1O ~49.9) 岩田 式夫(物故) 第59回デンバー

1974-75 (昭和49.10 ~ 50.9) 杉浦 敏介(退会) 第60回アトランタ 第 1回香港

1975-76 (昭和 50. 1O ~51 . 9) 大堀 弘 (物故) 第61回サンディエゴ 第 2 回シンガポール

1976-77 (昭和 51 . 1O ~52.9) 藤田 一暁(物故) 第62回ダラス 第 3 回マニラ

1977-78 (昭和 52. 1O ~53.9) 熊野 修一(物故) 第63回マイアミビーチ 第 4 回グアム

1978-79 (昭和 53.10~54.4)鈴木 俊一(退会)

(昭和 54.5 ~ 54.9) 泉 美之松(物故) 第64回 トロン卜 第 5 回台中

1979-80 (昭和 54. 1O ~55 . 9) 第65回アナハイム 第 6回バンコク

1980-81 (昭和 55.10~56 . 9) 安藤 蕃 (物故) 第66回ニューオーリンズ 第 7 回東京

1981-82 (昭和 56. 1O ~57.9) 上回 英雄(物故) 第67回ミネアポリス 第 8 回クアラルンプール

1982-83 (昭和 57 . 1O ~58 . 9) 片桐 良雄(退会) 第68回ウィーン 第 9 回セブ

1983-84 (昭和 58.10~59 . 9) 上回 隆介(物故) 第69回フェニックス 第 10回ソウル

1984-85 (昭和 59.10~60.9) 永井 邦夫(退会) 第70回 トロント 第 11回シドニー

1985-86 (昭和 60. 1O ~61.9) 安部 英 (退会) 第71回ヒューストン 第 12回台北

1986-87 (昭和 61. 1O ~62.9) 木戸 孝彦(物故) 第72回ワシントンDC 第 13回マニラ

1987-88 (昭和 62.10~63.9) 池辺 乾;台 (物故) 第73回シアトル スリランカ

(中止非公 式誼員会香 港で開 催)

1988-89 (昭和63.1O~平 1 .9) 重崎 伸矩(物故) 第74回オーランド 第 14回グアム

1989-90 (平成 1. 1O ~2 .9) 安藤 良夫(休会) 第75回セントルイス 第 15回ウエリントン

1990-91 (平成 2.1O ~3 .9) 赤津 E章一 (物故) 第76回アナハイム 第 16回クアラルンアール

1991-92 (平成 3. 1O ~4 .9) " 第77回インディアナポリス第 17回台北

1992-93 (平成 4.10 ~ 5 .9) 小菅 宇三治(退会) 第78回ニース 第 18回ソウル

1993-94 (平成 5.10 ~ 6 .9) 第79回=ューオーリンズ 第 19回メルボルン

1994-95 (平成 6. 1O ~7 .9) 高橋 弘篤 第80回ラスベガス 第 20回大阪

1995-96 (平成 7. 1O ~8 .9) 第81回ソルトレイクシティ 第 21回マニラ

1996-97 (平成 8. 1O ~9 .9) 関口 欽也 第82回ナッシュビル 第 22回ヌメア

1997-98 (平成9.10~10.9) 横川 端 第83回モントリオール 第 23回マレーシア

1998-99 (平成 10 . 10~11.9) 永田 琢美 第84回デンバー 第 24回台北

1999-00 (平成 1 1.1O ~12 . 9) 佐藤 満秋 第85回マイアミビーチ 第 25回ダパオ

2000-01 (平成 12. 1O ~13.9) 安原 正 第86回台北 第 26回バリ

2001-02 (平成 13 . 1O ~14.9) 小島 章伸 第87回ニューオーリンズ 第 27回タヒチ

2002-03 (平成 14. 1O ~15.9) 木村 太郎 第88回インディアナポリス第 28回コタキナI¥'ル

2003-04 (平成 15.10~ 1 6.9) 大堀 太千男 第89回セントルイス 第 29回名古屋
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歴代役員

1994-95 J995-96 1996-97 1997-98 1998-99 1999 2000 2001- 2002 
2000 2001 2002 2003 

会長 高橋弘篤 高精 ~L、篤 |主!日欽也 償川端 永旧琢美 fl，:ii#.i，Mi秋 安原正 小.t:Al';'i:(l/1 4:村太郎

副会長 岩崎英雄 岩崎iiii:!f !iliJI[ 端 2先日;1 木村太郎 小μjl;:tflll 小島章伸 木村太郎 大尉太干男

寄木正敏 若干木正敏 永田fR美 ノkLU琢美 ~I=f江誠 大掛j!よT児 大脇太千男 ん樹木TYJ '-[-'凹一男

鎌倉節 関11欽也 佐藤満秋 木村太郎 鈎間平八郎 相l 晃 木村太郎 中匠l一刻 It~i頼駒tJt

関口欽也 安原正 吉正1: 誠 佐藤満秋 塚山持誠一 r:[，国男 民j新駒tJf 木全ミツ

事務局長 山下幸雄 菊附半八郎 菊岡平八郎 相l 晃 芝原正I沼 Il~~i新駒tJf 吉|判文之助 重1，瓦 .(~t 佐藤隆図

財務委員長 永田琢美 永l:tl1嘉美 吉|同文之助 古附文之助 山本逸郎 大iill克彦 大irh克彦 相1巧克美 相馬克美

メyハ シッ7"委員長 百三J木勇 高木 D) 小島章作fJ 'i:1[ 11ill!火 塚附誠一 安I!j( IL 和田 1芋 瀬戸恒J主 木村世!!久

事業企画委員長 中山辿夫 中山辿夫 長富祐一郎 Jli~i新車!iJ uif 鹿瀬駒雄 木村太郎 塚山有誠 川真田幸リj 他山太蔵

国際委員長 佐藤満秋 佐藤誠j秋 吉江誠 秋符公二 篠原宣夫 股野景観 股野景親 米滞m!Jー 荒井好民

社会公主主委員長 安原正 2じ/ij( l[ 柳 晃 小:ri:JJH同幸 (~i川佑二 IJI田英tff 木村拒1I久 木村拒f!久 永井弓彦

広報委員長 小島章j[[1 小品I;:tiI[1 fFI戸、l祥!吉l 小林検次郎 小林捨次郎 中川-'}J 横山太蔵 小笠原砲火 1家凹誠岡1)

文化委員長 中国一男 中日1-')) 中国一男 ('&1田耕 秋楼公二 北原民総 」ヒ原良澄 志賀こずil lliJ'末明世

レク'J工 hi委員長 矢橋幸一 矢焔幸一 木村太郎 瀬戸tH.i主 啄1:0誠i却l 京本自己人 岩本龍人 佐藤|盗図 r:1コ村好自I1

青少年教育委員長 塚崎誠一 塚 ~I荷誠一 塚附誠一 相lE克美 仁平因坊 吉μ 誠 古江誠 tiI!山木正主 荒木なぎさ

* 'jijィ7前必j委員長 赤津F~一 赤 l~': J:I~:ー 永井弓彦 芝/Ji(iEII{{ 大堀)，千立] 初日3 (( 相1I 晃 木全ミ y 小笠原建夫

ク'17新設委員長 須藤博!ま! ;IUi#.↑'I.!j.，IJ:I， ;u政|噂!忠 柳 地 瀬戸恒義

1<ファミリ -PT長 告iT 誠 戸~iT誠

エイズ委員長 安部英 安部 ~ 

民事 増沢高雄 明沢日tJl 小笠原建夫 北!京民i設 JtI京民澄 山本~郎 山本i詮郎 野末lリIflI. '皆野 I!月

会員数推移

参考 :この10年聞東京クラブがスポンサーになって、1997年新潟クラフ、2000年埼玉クラフ、

2002年渋谷ク ラブ、2004年静岡ク ラブが新設されまし た。

職業分類(出身別)

2003-
2004 

大淵太T児

中III-!))

民地ii駒jjf

木全ミ y

吉江誠

佐藤隆副

木村側久

償山太政

菅野 1~1 

荒升好];..c

11[附弘

[t~!光司自11

中村好白11

岩本能人

公文宏

荒木なささ

ml戎fJfL

古口誠

緒方謙二郎

2004.1現在

1.総数

2. 内訳

1)官界

2 )民間

官界

64 

民間 学界 1 計
133 4201 
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皆勤者一覧

(平成16年 1月末現在)

32年皆勤 山 下 幸雄

30年皆勤 濡 川 馨 一

27年皆勤 須藤 博宏、 野中 庸

26年皆勤 大島 秀夫

25年皆勤 安藤 良夫

23年皆勤 関野 直輔

22年皆勤 園島 文彦

21年皆勤 阿部 純也 小 島 章 伸 高橋 弘篤

19年皆勤 和田 洋

18年皆勤 愛浮尚太郎 関口 欽也 山口 衛-

17年皆勤 永井 弓彦

15年皆勤 菊岡平八郎 安田 和義 矢橋 幸 一

14年皆勤 富 田 文一

13年皆勤 小笠原建夫 横 川 端

12年皆勤 三 {際 明

11年皆勤 岩本 龍人 佐藤 j前秋 須藤 幹雄 中田 一男 寄木 正 敏

10年皆勤 木村 太郎 子安 英次

9年皆勤 大和田棟一 芝原 正昭 塚田 誠剛 安原 正 相H 晃

8年皆勤 大堀太千男 北 原 卓 小 島 勤 相馬 克 美 庚瀬 駒雄

藤原 宣夫 吉岡文之助

7年皆勤 吉江 誠

6年皆勤 瀬戸 恒義 鶴田 日夫

5年皆勤 山本 逸郎 米津 潤 一

4年皆勤 大浦 克彦 加美山利弘 木村 輝久 佐藤 隆園 野末 明世

I篠原 和人 横山 太蔵

3年皆勤 内海 {命 川真田幸男 木全 ミツ 重 成 永田 琢 美

中村勝美 山 田英雄

2年皆勤 酒井 吉 郎 竹内丈夫 竹内良 夫 長谷 川 正名 堀内好訓

l年皆勤 荒井 好 民 荒木なぎさ 一瀬 智司 淡河範行 小坂 刀二

小山田小八郎 川 田嘉一 郎 菅野 明 北野次 登 竹内道 雄

長富祐一郎 中村好郎 仁平国雄 徳田 耕 戸田守 二

野 田 健 福武正康 米山 匠

キワニスバッジと皆勤タブ 皆勤会員表彰式のーコマ
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1994年r30周年記念 実」

日 付 行事名 例会講師肩書等 講師 演 題

01-07 新年互礼会

01-08 新春歌舞伎観劇会

01-14 日本銀行理事 南 原 晃 東アジアと日本経済について

01-21 日本AT&T総合政策本部長 グレン ・フクシマ 変わるアメリ力 変わるか 日本

01-28 博報堂生活総合研究所所長代理 関 ;尺 英 彦 94年の生活動向を考える

02心4 I読売新聞編集委員 河原畑 寧 ムービーキ ッズの冒険

02-17 平成6年第1回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

02-18 貯蓄広報中央委員会副会長 (会員) 木 村 太 f!B 今 なぜ貯蓄か?

02-25 昭和マリン興業社長 上 回
凸

良 内側からみたオりンピック刀"

03-04 西友代表取締役専務 坂 本 春 生 変革の中の小売業

03-11 ロスアンゼルス・タイムス東尽支局長 S.ジェ ー ムソン 日米摩擦新しい危機は来るのか?

03-18 桜 ゴルフ代表取締役 佐 川 八重子 私の歩んで来た道とゴルフ会員権の展望

03-25 ノンフィクシ ョン作家 評論家 上 之 郷 利昭 コメと日本人と伊勢神宮

04-04 30周年記念第46回ファミ リーずー 尽王フ。フザホァル ペギー築山ショウ

04-08 靖国神社 「慰霊の泉 」献納記念特別例会

04-15 コロ フドスプリングスクフブ会員 ・弁護士 卜ーマス・力トウ 米国の最近の対日政策

04-21 平成6年第2回ワインサロン浅草ビューホァル

04-22 お花見例会葛西臨海公園 キワ ースの森寄 贈i世

05-06 藤原事務所代表取締役(会員) 藤 原 由巨ヨ 夫 ピストルを突きつけられて私の「危機管理」観

05-13 機械産業面己念事業財団会長(会員) 赤 淳 E章 」れからの 日本 雑考-II

05-20 歌舞伎俳優 市村高次郎 外国人と歌舞伎

05-27 野村詮券常任顧問(会員) 依 田 智 ，-4口a 北朝鮮問題と我が国の安全保障

06-03 日本放送協会副会長(会員) 中 村 好 郎 マルチメディアについて

06-10 シバソク会長(日本地区会長 ・会員) 重 崎 伸 矩 第19回ASPAC会議報告

06-10 田岡眼科院長(大阪クフ フ"冗会長) 田 岡 Bl:l 次期ガパナー 卜レ 一一ング会議

06-16 平成 6年第3回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

06-17 ヴァヌアツ共和国名誉領事(会員) 吉 岡文之助南太平洋

06-24 第10回東尽キワニ スクフブ青少年教育賞贈呈式 受 賞 者 社団法人精神発達障害指導教育協会

06-26 第79回キワニス・インターナショナル年次総会(ニュ ーオー リンズ)

06・30 ヨード欠乏症撲滅活動(WSPjIDD)1こ5万ドル拠出表明(ボリビアに 1工場分)

07-01 (財)運輸経済研究センタ 一理事長 和久 田 康雄東京の電車の話

07-02 恵比寿ガーダンプレイス見学会

07-08 資生堂顧問 π7うン1大使(会員) 内 回 宏 外交のうらおもて

07・14 ホフブロイビヤパーアイ

07-15 東尽大学名誉教授 (会員) 安 藤 良 夫 エネルギーと環境

07-22 シハソク会長(日本地区会長 ・会員) 重 崎 {申 矩 第79回国際キワニス年次総会報告

07-29 第28回キ ワース社会公益 ・国際貢献賞贈呈式 受賞者 マザーフンドアカゲ ミー

08-05 冗都清掃局長 山 龍 東京の コミ戦争

08-09 サッポロビール千某工場見学会

08-19 (会員) 森 田 啓 司 ペ リリュー 島に潜る

08・25 平成6年第4回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

08-26 関西国際空港初代社長 (会員) 竹 内 良 夫 関西国際空港について

09-02 サ ッポ ロビール常務取締役 (会員) Cヨ )11 害 夫 酒の肴になる ビー ルよもやま話ロロ

09-09 円IJ東京証券取引所理事長 (会員) 長 岡 宅長金三事t 最近の官僚制批判について

09-09 第18回キワ ース・インタ ーナショナル日本地区年次総会札幌大会

09-16 (社)東尽キ ワー スクフブ定時総会

09-30 新旅行社長 (会員) 塚 回 誠 岡IJ 我国民間航空 ・国際線の現状と将来

10-07 岩田工芸硝子社長 正王 田 糸 子 ガフスの話

10-14 昭和シ ェル石油取締役相談役(会員) 同 橋 ，‘三円乞 脚光をあびる太陽電池

10-21 ヘキス 卜ジャパン専務取締役(会員) {左 藤 ;荷 秋 ゴリ フを求めてウガンダへ

10-28 ユネス コ事務総長特別顧問(会員) 磯 村 尚 徳 日本マスメディア30年の功罪

11-04 皆勤会員表彰式

11-10 平成6年ワインサ ロン浅草ビュ ーホァル

11-11 日本陸上競技連盟会長(会員) 青 木 半 ご，AロA オ リンピックは何処ヘ行く

11-18 冗環境事務次官(会員) 安 原 正 地球環涜問題への取組

11-25 フォーリン・プレスセンタ 一理事長 ・前国連大使 波多野敬雄 国連うらおもて

12-02 日本 ビューホァル社長 (会員) 会同会'J 内 祥 周 モロ ッコとサハラ砂漠

12-05 忘年会浅草「婦志多」

12-09 NHK情報ネッ トワーク社長 (会員) 同 橋 1i;1 売 衛星放送の現状と今後

12-16 東示大学名誉教授 柴 EEヨヨ 俊 宇宙と素粒子

12-29 第九を聴く会 サントリ ーホール
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1995年fASPAC

! この10年の保例会

日 付 行事名 例会講師屑書等 講 師 ，寅 題

01-06 新年互礼会

01-07 新春歌舞伎観劇会

01司 13 (財) 日本経済研究セ ンタ 一理事長 香 西 泰 日本経済の展望と課題
01-20 側人と企業研究所代表 戸F' 氷 今なぜ リエ ンジ アリング
01-27 日本輸出入銀行理事(会員) 伊 藤 {有 f恵 ロシア、 中園、ベ トナム
02-03 国土斤顧問、刑事務次官(会員) 市 )11 朗 日本の地震対策あれこれ
02-10 俳人 =にtコ 田 鴻 司 俳句あれ」れ

02-16 平成7年第1回ワインサロン浅草ビューホァル

02-17 日 銀国際局参事、 キJ~t " J.政府顧問 回 中 哲 キルギス タンの国造 りに参加して
02-24 月島機械側代表取締役会長 (会員) 寄 木 正 敏 中世の城郭

03-03 オリンパス光学工業側常務取締役 米 谷 美 久 カメフ設計よもやま話

03-10 地震予知連絡会会長 茂 木 ;青 夫 地震とその予知につ いて

03-16 岩田工芸ガフス工房見学会

03・17 日本経種馬登録協会理事長(会員) 杉 山 克 己 馬の話

03-24 側ファミリーマー ト社長(会員 ) 後 藤 茂 コンビーエン スス トア の現状

03・31 日本剣道連盟会長 景 山 自日 正伝宮本武蔵

04-07 靖国神社 「慰霊の 泉J献納 記念 特別例 会

04-14 お花見 例会 葛西臨海公園 「キワニス の森」寄贈地

04-20 第20回ア ジア太平洋会議大阪大会(大阪ロイヤルホァル)

04-22 第29回キワース社会公益特別賞贈呈式 受賞者 社会福祉関係者「兵庫県南部地震J救済合同対策本部

04-21 平成7年第2回ワイ ンサロ ン 浅草ビ ューホテル

04-28 日本興業銀行取締役調査部長 武 富 将 円とド ル

05-12 大阪湾へ"イ11)7開発推進機構副会長 木 克 彦 阪神 ・淡路大震災を体験して

05-19 弁護士 (会員・ ASPAC議長) 木 戸 孝 彦 第20回ASPAC大阪大会の報告

05-26 チベット文化研究所所長 へ 。 マ・キ M ヤ J~ 市 . アジアと日本

06-02 富士通ンスァム 総研取 締役(会員 ) )11 畑 正 大マルチメディア

06・07 マルチメァ ィア見学会

06-09 産経新聞社社会部長 村 松 す佐 之オウム真理教事件と報道取材

06-16 シャンソン歌 手 水 織 ゆ み 1恋とシャンソンと人生と

06-23 冗韓国大使 梁 木 新 最近の台湾事情

06-30 「味の手帖」代表 (会員) 山口比呂志 「あ ァ驚いた 驚いた」の話

07-07 東大名誉教授 (日本地区会長・会員) 安 藤 良 夫 第80回国際キワ ース年次総会報告

07-07 ゴルフ会 (スリ ハンドレ ッドクフブ)

07-14 日本経済新聞編集委員 ・論説委員 田 勢 康 弘参院選後の政局

07-21 日本セイル卜レ一一ング協会理事長 大 儀 見 蒸 アメリカズ・カ ップと黒船

07-28 第11回東尽キワニスク フブ青少年教育賞贈呈式受賞者 「芝の会」

08-04 暑気払 いビ Jレ例会 天 野 武 「その時私は」

(ショ ートスピーチ) 辻 辰三 郎 「その時私は」

島 z王t手E 伸 「その時私はJ
牛 山 芸回 政 「その時私は」

08・18 新潟 口:"7村会長 (会員 ) 2実 藤 幹 雄 ァーマパークあれ」れ

08-25 和光経済研究所社長
τt 田 春 樹 経済大国に明日はないかEコ

08-30 隅田川下 り

09-01 国際都市3ミュトションセンター代表(会員) ;額 智 司都市の国際交流

09-08 木戸池田原因法 律事務所 (会員 ) 木 戸 孝 彦幻の被告

09-13 第19回キワニス ・インタ ーナショナル日本地区年次総会横浜大会

09-22 コンフオートスタイリング研究所所長 坂 本 手耳方巳 子 世界のトイレ快道を 行〈

09-29 (社)東尽キワース クフブ定時総会

10-06 東尽tューマ:7D17'うイス"社長 (会員) + 右 林 {昌 あるホァルが出来るまで

10-13 輸出入銀行情報シス T ム部部長 大背戸茂樹 中国あれこれ

10-20 皆勤会員表彰式

10-24 第47回77 ミリ デー 京 王 プ ラ ザ ホ テ )~ シャ ンソン歌 手 水絵ゆ み

10-26 平成 7年第 3回ワインサロ ン 浅草ビュ ー ホァ )~

10-27 日本レク リヱー ション協会 (会員) t平 内 嘉 I量 生きるため に大いに遊ほう

11-10 NHK解説委員 平山 健 太郎 中東和平の行方

11-17 冗ロシア大使 中支 キサ 車宅 郎 激動期のソ連/ロシアに勤務して

11-24 トーエネ ッヲ相談役 (日本地区会長、名古屋クヲブ冗会長) 井上丈太郎 国際キ ワース評議会に出席 して

12-01 日本障害者雇用促進協会常務理事 (会員) 北 原 卓 精神障害者の雇用

12-07 忘年会浅草「婦志多」

12-08 海軍兵学校第68期 松 力く 市 郎洋上 60 0キロ の漕ぎ帰り

12-15 ビューティ 7J~I-γ ン'J" 協会 (会員) 渡辺弥栄司美しく生きょう Agingis beautiful 
12・29 第九を聴く会 サントリーホール
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1996年「問うわ卜円四

;この10年の行訓会I

日 イサ 行事名 例会講師肩書等 講師 i寅 題

01-05 新年互礼会

01-06 新春歌舞伎観劇会

01-12 機械産業記念事業財団(会員) 赤 津 E章 老人一擦のすすめ

01-19 右 田 ウ タ ナイチンゲ ル記章を受章して

01-26 オりックス社長 r邑‘可 内 義 彦 明日の社会と経営について

02-02 日本銀行理事 (会員) 米 J畢 潤 税制あれ」れ

02-09 NEDO理事長 石 崎 /¥ 男 21世紀のエネルギーの話

02-16 日本乗馬連盟理事 (会員) f恵 田 耕 乗馬スポーツ 東と西

02-23 国際都市3ミ1ニトションセン'1- 田 中 厚 彦 伊達政宗の遣欧使節船

03-01 側東芝SD事業部推進部部長 角 家 哲 雄 DVDの現状

03・08 日本短波放送顧問 (会員) 女{ 藤 蕃 宝塚四方山話

03-15 厚生省大臣官房審議官 和 田 勝 局齢者の介護問題

03-22 東京銀行海外部理事 小林晋 一 郎 中南米経済地域統合と外国投資

03-29 さくら証券チーフエ コノミス卜 宅 森 B~ =ロ1= 身近なデータからみた景気

04-05 靖国神社「慰霊の泉」献納記念特別例会

04-12 お花見例会於葛西臨海公園キワ スの森寄贈地

04-18 フンチョンフウンドァーブル (駐日 ュージフンド大使) M上ヴィヴァーズ ュージーフンド政府の改革について

04・18 平成8年第1回ワインサロン 浅草ビューホァル

04-19 シスァムス・インターナショナル会長(会員) 荒 井 好 民 日本語の語源

04-26 東京ベイヒルトン社長 (会員) 内古閑俊 一 あべ」ベの国オーストフリア

05-10 最年少ヨット単独無寄港世界一周達成 白石鉱次郎 夢航海

05-17 一菱商事食糧本部長 漬 武 秀 世界の食糧事情

05-24 在米外交評論家 調R 須 聖 7メリカ大統領選挙の見通しと意義

05-25 春季ゴルフ会 鳳琳cc
05-31 国民金融公庫総裁 尾 崎 護 再び経論の時代へ
06-07 ポーフンド大使 H .りプシッツ 滞日駐在を振り返って
06-14 親業訓練協会理事長 近 藤 千 恵 親に何ができるか「親業」

06・20 平成8年第2回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

06・21 第12回東尽キワースクフブ青少年教育賞贈呈式 受賞者 子おもち ゃ図書館「ぽっぽ」 代田おもちゃフイ"7フリ ー
06-28 日本経済新聞論説副主幹 金 f包日 正 雄 小選挙区制と日本の政治
07-05 トーエネ ック 相談役(日本地区会長、名古屋ヲラブ冗会長) 井 上 丈太郎 第81回国際キワニス年次総会報告
07-12 π国連大使 (会員) 菊 地 清 明 リヨンサミ ットを終えて
07・19 セコム取締役顧問 島 正 圏 企業広報あれ」れ
07・24 未来を拓く航空機技術見学会

07-26 第30回キワース社会公益賞贈呈式 受賞者 関東地区病院ボフンァィアの会

08-02 暑気払いビ ー)v例会 (於サッポ ロフ イオン5陪音楽ビヤ プラザ)

08・16 本州四国連絡橋管理協会 (会員) 医司 橋 弘 篤 そのとき私は
08-16 ピーエス企画社長 (会員) 井 上 差問 夫 そのとき私は
08・23 パリパ投資顧問取締役 (会員) 大 島 秀 夫 キワニ1ホームホH・9リティlこ思う
08-30 国立病院東京災害医療センタ ー緊急センタ 副セ ンタ ー長 原 口 義 座 災害時における医療体制の現状と問題点
09-06 冗国連大使 (会員) 菊 t自 ;青 明 アマ ゾン熱帯雨林に入って
09-13 東証正会員協会顧問 (会員) 長 岡 毛長主ミ罫 戦後半世紀をふり返って
09-13 第20回キワース・インターナショナル日本地区年次総会高松大会
09-20 アルベロサクロ側社長 榊 原 節 子ボーダレス時代の資産運用法
09-25 映画会 「翼よ!あれがハリの灯だJ
09-27 (社)東京キワースクフブ定時総会

10-04 AMDA名誉顧問(帝国ヲリー ック) 石 本 rヂ NGO国際医療援助の試み
10-11 中央学院大学講師 (会員) 須 藤 博 忠 ヨーロッパの選挙制度について
10・17 平成8年第3回ワインサロン 浅草ビューホァル

10・18 皆勤会員表彰式

10-25 サハリン石油ガス開発社長(会員) 有 岡 恭 助サハリンにおける石油開発
10・26 秋季ゴルフ会 神鳥谷cc
11-01 日本経済新聞社論説副主幹 金 t包日 正 雄 選挙後の政局
11-08 機械産業記念事業財団特別顧問 (日本地区会長 ・会員 ) 赤 漂 王章 米国雑感 (ガパナーズ会議報告)
11・15 オリックス野球クフブ側専務取締役 井 箆 童 慶 F.A巨人を倒して
11-22 側ジ ェ -エヌ・ヱフ社長 I車月 水 sb. 日百 プロポリス健康法
11-29 東尽少年友の会理事長 野 田 愛 子 両齢社会と少年問題について
12・06 前阪神高速道路公団理事長 (会員) 大堀太千男 阪神・淡路大震災を体験して
12・09 忘年会 銀行倶楽部

12-13 いつくら国際文化交流会会長 長 門 芳 子草の根外交最前線
12-19 ワインサロン特別例会

12-20 (会員) 勝 正 一 脳梗塞を経験して
12・29 第九を聴く会 サントリ ーホール
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1997年「女性会員誕生J

日 付 行事名 例会講師肩書等 講師 ;寅 題

01-10 新年互礼会

01-11 新春歌舞伎観劇会

01-17 日本銀行名誉顧問 一重野 康 日本経済の課題
01-24 側インプレッション代表取締役 〔日 原 明 美 トッ プの服装戦略

01-31 日航り ス附社長(会員) 中 山 剛 T 上手なりースの利用法日

02-07 機械産業記念事業財団特別顧問(日本地区会長・ 会員) 赤 i翠 E章 行政改革序論
02-14 フフメンコ舞踊家 小松原庸子 我がフフメンコ人生
02-20 平成9年第1回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

02-21 制ザ・アール社長 (会員) 奥 谷 櫨 子マルチメディアと労働

02-28 日商岩井側相談役 (会員) 速 71< 1夏 日本に市民社会は育っか
03-07 国際キワース世界奉仕活動ヨ ード欠乏症撲滅活動について (ビァオ上映)

03-07 第22回アジア太平洋会議ヌメア大会参加

03-14 エー・シー・パング東尽社長(会員) 志賀真理子 ダポス会議に出席して

03・21 住友重機械工業側顧問 (技術担当) 福 井 隆 雄 練習帆船日本丸
03-28 企業国際化センタ一代表 (会員) 秋 ，事 公 死海文書とクムヲン宗団

04-04 靖国神社 「慰霊の泉」献納記念特別例会

04・10 平成9年第2回ワインサロ ン 浅草ビュ ーホァル

04-11 中央学院大学講師 (会員) 須 勝 博 忠 ドイツの例に見る直接民主主義制度

04-14 第48回ファミリ アークフシックのタベ 尽王プフザホァル 島崎俗美(ソプフノ)、 吉田敦 (バリトン)、田中梢(ピアノ)

04-18 日本IBM附専務取締役 鴇 回 正 春 東洋史観から見た 日本の行方

04-25 お花見例会 東京都葛西臨海公園「キワ ースの森」寄贈地

05-02 冗日本地区会長・ 日本地区ヨ ード委員長(会員) 重 崎 {申 矩 第22回ASPAC大会報告

05-02 (会長) 関 口 欽 也 第22回ASPAC大会報告

05-09 側旭通(自社常務取締役 (会員) {左 野 τ日と 秀 マスコミ界の大変革と広告界

05・16 五島プフネタリウム館長 村 山 定 男 小惑星と隈石

05-22 春季ゴルフ会 東京ゴルフ倶楽部

05・23 国際100対策委員会委員長 Dr へ') ') 工 I~ 100 Cヨード欠乏症)の現状

05・30 藤原事務所代表取締役 (会員) 牒 原 E医~ 夫 ベル一事件を考える

06-06 とうきゅう環境浄化財団常務理事 芳 村 重 {恵 川はきれいになったか (多摩川にみる)

06-13 QUICK総合研究所理事長 (会員) 長 富祐 一 郎 先進工業国の改革一個人主義と間人主義一

06・16 平成9年第3回ワイ ンサ ロン

06-20 駐日欧州委員会代表部代表大使 3 IV i ・ " ') 'J IEUの現状と今日の目・ EU関係

06-27 日本銀行理事 (会員) 米 j畢 潤 ー お金の話

07-04 第31回キ ワニス社会公益賞贈呈式受賞者自立の家をつくる会

07-11 (財)シーアルネサンス財団理事長 喜多村治維 21世紀は生き生きシーアの世紀だ

07-23 第1回東京湾横断道路見学会

07-25 第13回東京キワニスクフブ青少年教育賞贈呈式受賞者 理数専門点訳会「シグマ」

08-01 社会保障・人口問題研究所副所長 阿 牒 誠 少子化 (日本社会のたそがれつ )

08-08 (日本地区会長) 赤 J峯 E章 国際キワニス総会に出席して

08-22 ニニ井物産業務部総合情報室長 寺 島 実 as グローパルに見た日本・ 日本企業

08-29 ヘキストジャパン相談役 (会員) 佐 勝 満 秋 今、話題の北朝鮮を訪れて

09-03 スイス銀行駐日代表ヴ ィッ トリオ・ヴ ォルピ氏を囲む会 cr日本と イタリアの文化の違い J)

09-05 社団法人沖縄協会会長 王 正 任いま、沖縄では

09-12 企業国際化センタ 一代表取締役(会員) 秋 j峯 公 ー フィリピンのキワニスを訪ねて

09-12 第21回キワニス・インヲーナシ ョナル日本地区年次総会福岡大会

09-19 冗駐日シア大使 渡 i盆 幸 ;台ロシアについて

09-26 (社)東京キワ ニスクフブ定時総会

09-27 秋季ゴルフ会大厚木力ントリ ー倶楽部

10-03 住宅都市整備公団理事(会員) 荒 回 建首都機能移転について

10-16 平成9年第4回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

10-17 東泉大学名誉教授(会員) 安 藤 良 夫プルサーマルについて

10-24 皆勤会員表彰式

10-30 TEPIA見学会

10-31 すかいらー く取締役 (会長) 横 )11 端 ある創業

11-07 月島機械側相談役(会員) 寄 木 正 敏 石垣にみるニ堅城

11-14 オリックス社長 r昌'" 内 義 彦 コーポレートガパナンス

11-19 第2回東京湾横断道路見学会

11-21 不動産シンジケーション協議会専務理事(会員) 佐 藤 雄 英国シァィに学ぶ金融ビッグパンと不動産市場

11-28 側ジャパンスポーツチャネル社長 山 犀 予 放送デジタル化時代の到来

12・05 日本シスァム・デ ィベ ロップメン卜副社長(会員) ，鳥 )11 美 光 コンビュ一世の西暦2000年問題

12・05 平成9年第5回ワインサロン 浅草ビューホァル

12-08 忘年会 銀行倶楽部

12-12 世界経営協議会専務理事 (会員) (来 田 ，中也、 志欧米さすらいの記(雑感)

12-19 国立歴史民俗博物館教授 工学博士 漬 島 正 士世界遺産と法隆寺五重塔

12-28 第九を聴く会 サントリーホール
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日 イサ 行事名 例会講師肩書等 講師 演 題

01-09 新年E礼会

01-10 新春歌舞伎観劇会

01-16 東証正会員協会顧問(会員) 長 岡 賓 新春雑感

01-23 早稲田大学総長 奥 島 孝 康 コーポレート・ガパナンスの現況

01-30 NHK放送文化研究所主幹研究員 長 屋 人 マル7イメTィ7と放送(ァレビの将来)

02-06 ジャ ーナリスト 佐 橋 慶 女 老後、誰とど」で暮らしますか

02-13 本 田 桂 子 父、丹羽文雄、介護の日々

02-19 平成10年第1回ワインサロ ン 浅草ビ ューホァル

02・20 興和不動産会長 (会員) 氷 回 琢 美 相撲あれ」れ

02-27 日航リース社長(会員) 中 山 剛 τロと 日米航空父渉について

03・06 中日新聞社代表取締役副社長 山 勇 名古屋の反撃(万博、 ドフゴンズ)

03・13 日本古地図学会理事(長銀総研) 牒 原 英 良日 古地図について

03-20 アセアン・センタ 一事務総長(会員) 恩 回 '方三コ丈 王制を考える (サウディと 9イの例)

03-27 小説家 停司 橋 直 樹 戦国武将たちの素顔

04-03 靖国神社 「慰霊の泉」献納記念特別例会

04-10 日本ガス機器検査協会理事長 (会員) 佐 藤 i高 秋 第23回ASPAC大会報告

04-13 第49回ファミリ ーデー 京王プフザホァル フフメンコ小松原庸子

04・16 平成10年第2回ワインサロ ン 浅草ビューホァル

04-17 お花見例会と国立歴史民俗博物館見学会

04-24 東海大学/スタンフォード大学教授 (会員) JlI t目 正 大 デジタル時代のベンチャー雑感

05-08 日本電気附顧問 寺 田 日青 彦 電子マネーの将来性

05-15 日本経済新聞論説顧問 金 指 正 雄 政党ビッグパンと日本の政治

05-20 浮世絵鑑賞会 銀行倶楽部

05-21 春季コ"ルフ会 棺模原ゴルフウフブ

05-22 (財)国際金融情報センタ ー副理事長 増永 嶺 欧州新通貨ユーロ の誕生

05-29 前警視総監 (会員) 井 よ 幸 彦 オウムとの斗いの日々

06-05 サッカ 一審判員 τ口と 沢 久 苗.~亘、サッカーの楽しみ方

06-12 武蔵野市長 土 屋 正 忠 公的介護の充実のために(介護保険)

06-18 平成10年第3回ワインサロン 浅草ビ ューホァル

06-19 π駐ハンガリ 一大使 田 中 義 具 _1 ・7日ン7イ7としての中欧

06-26 第14回東京キワニスクフブ青少年教育賞贈呈式 受賞者 パヴの会

07-03 日本開発構想研究所常務理事 (会員) =日t 田 拓 生 ウサギ小屋からみた都市の風景

07-10 日本父通公社専務理事 (会員) 石 本 ヨ向色ヒ邑 人 観光文化立国のすすめ

07-17 近鉄会長(日本地区会長・大阪クフブ冗会長) 金森茂 一 郎 第83回国際キワ ニス年次総会報告

07-24 (財)国際金融情報センタ 一理事長 大 場 智 i高 円安問題ーアメリ力との協調・アジアへの影響

07-31 第32回キワース社会公益賞贈呈式 受賞者 クッキングハウス

08-07 アナリスト(国際政治・軍事) JlI 和 久 安全保障論を考える

08-21 東京水産大学学長 泉 千 秋 健康食品としての魚の話

08-28 大尽副社長 (会員) 度瀬 駒雄 都市高層住宅時代の鼓動

09-04 ザホァルヨコハマ相談役 (会員) 笹 李 園 私の昭和史

09-11 今年度アカデミー賞短編映画賞受賞 "Visas& Virture" 上映並びに解説 藤原官夫会員

09-11 第22回キワース ・インターナショナル日本地区年次総会京都大会

09-18 鉄道総合技研特別顧問 (会員) 尾 関 雅 lllJ 鉄道事故について

09-25 (社)東尽キワニスクフブ定時総会

10-02 I附D・c'SI感性研主任研究員 松 回 哲 男 大江 光の世界と癒しの音楽

10-09 日本航空キャビンコ ーァィネ ヲー 設楽麻里子 Hュワ-]"̂ からみたワインプ ーム

10-14 平成10年第4回ワインサロン 浅草ビューホァル

10-16 冗NHKチーフカ メフマン 蕗 谷 育E 生日本百名山の撮影

10-23 安回火災海上保険会長 f表 藤 康 男うイ7ワー?としての「地球環境問題」

10-24 秋季ゴルフ会 箱根湖畔ゴルフコース

10-30 住友金属鉱山側貴金属部長 真 木 書H 夫 金について

11-06 地震予知連前会長・東海大学名誉教授 浅 回 敏 地震と被害の話

11-13 皆勤会員表彰式

11-13 名湯と紅葉を訪ねる旅

11-16 華麗な転進をした国際的チェリスト田中雅氏を囲む夕べ(1"為替トレーダーの創造的人生J)

11-20 (会員) 芝 原 正 日目 1¥' j:!共和国独立記念式典に参加して

11-27 広島ガス会長(日本地区次期会長、広島クフ -]"π会長) 1恵 氷 幸 雄 次期ガパナー会議に出席して

12-04 冗スウェーヂン大使 (会員) 股 野 景 親 スウエ デンと欧州連合 (EU) 

12-11 東京交響楽団 大 谷 康 子 音楽はお好きですか?

12-18 太平洋学会専務理事 中 島 ;羊 地球温暖化と太平洋の島々

12-21 忘年会 銀行倶楽部

12-28 第九を聴く会 サントリ ーホール
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このiDJ年の行事と例会

1999年「白川コネリー賞初受賞」

日 付 行事名 例会講師肩書等 講 師 i寅 題

01・08 新年互礼会

01-09 新春歌舞伎観劇会

01-22 前衆議院議員 作家 石原慎太郎

01-29 内外政策研究所代表 黒 )11 夫 ユダヤの話

02・05 暮しの手帖社社長 大 橋 鎮 子 暮しの手帖の物語

02-10 ロシア大使館ドブロドヴ才ロフスキー特命全権公使を囲む会 (iロシア及び日露関係の現状と展望J)

02-12 苫小牧東部開発 (株)社長 (会員) 中 田 男小唄を長生きの友に

02-18 平成11年第1回ワインサロン 浅草ビューホァル

02-19 国際キワ ス基金 (KIF)理事 佐 藤 満 秋 国際キワース基金理事会出席と米国経済について

02-26 上智大学外国語学部長 石 ，峯 良 昭力ンポ ジア・ア ンコール遺跡を語る

03-05 (株)ウzイ・A7-'I3/会長(会員) 右 尾 啓 流動化する労働市場の現状

03-12 (株)へ1m，シA7AA闘代表取締役 (会員) 竹 )11 節 男 今後の医療、福祉供給体制

03-19 大阪国際女子大学教授(会員) 中 村 爾 ある女子大での教員体験

03-26 製品輸入促進協会理事長(会員) 1¥ 木 園 雄 最近の輸入動向

04-02 靖国神社 「慰霊の泉」献納記念特別例会

04-09 第50回フ ァミリーデー 京王プフザホァル フィリピン舞踊

04・15 平成11年第2回ワインサロン 浅草ビュ ーホァ ル

04-16 弁護士 (会員) 輪 良 雄 映画スヲーになり損った話

04-23 (株) I・B • S社長 (会員) 藤 回 純 J/t・1-9ーの逆襲 (2000年問題等)

04-30 貨幣博物館見学会

05-07 国際キワニス専務理事 子リー ・シ1-7 7 -挨拶と 100ヒクソンフエロー贈呈

05-14 冗駐スペイン国特命全権大使 林 屋 永 "" 日本とスペインの最初の出会いEコ

05・21 日本鋼管顧問 (会員) 渡 辺 泉 部 新ユーゴスフビア事情

05-26 ショパン没後150周年記念ポーフンド大使館パルパフ ・スウ ォム力さんを囲む会 (iショパンの生涯と音楽についてJ)

05-28 在米外交評論家 調日 須 聖 ー十世紀末の世界情勢

06-03 さいたま副都心見学会

06・04 シャ プ(株)専務取締役(会員) 藤原武 平太 わが 国エ レヲトロ ニウス企業の課題

06-09 春季ゴルフ会 平塚富士見CC
06-11 (株)日本短波放送相談役 (会員) 関 口 欽 也センチメンタル・ ジャ ーニー

06・17 平成11年第3回ワインサロン 浅草ビューホァル

06-18 (株)衛星チ ャンネル社長 堤 啓もう 一つの衛星放送 (CSァレビ)

06-25 第15団東京キワ ースクフブ青少年教育賞贈呈式 受賞者 」ども王国首脳会議

07-02 東尽医科歯科大学教授 藤 田 紘 一 郎 縞麗は病気

07-09 大和ハウス工業 (株)常務取締役 (会員) 松 公 隆 住宅雑学

07-16 パイオーア (株)副社長 (会員) 本 畠 穂 デジタルマルチメディアの時代

07-23 第33回キワ ース社会公益賞贈呈式 受賞者 明るい老後を考える会

07-30 参議院議員 依 回 智 '-4口A 「政治はすきでやるしぶとじゃない」

08-06 機械産業記念事業財団顧問(会員) 赤 i事 環 南に向かつて歩け

08-20 東京国際大学教授 (会員) 大 山 ヲEヨミ 人 変化拒否症候群

08-27 前泉証券社長 (会員) 木 村 輝 久 「株価」よもやま 話

09-03 随筆家 西 干 鶴 恐ろしさ害食 (がいしょく )時代

09・10 第23回キワースインタ ーナショ ナル日本地区年次総会千菜大会に振替

09-17 (株)QUICK棺談役 (会員) 島 I 与主 1申改革の時代とジャ ーナリ ズム

09-24 (社)東尽キワースク 7 ブ定時総会

09-27 コリア ・エンタープフイズ編集長 辺真一氏を屈む会 (i朝鮮有事と日本有事J)

10-01 π日本中央競馬会常務理事 井 嗣 郎 日欧のり t-文化比較論 (競馬)

10-08 日本特殊機器(株)社長 (会員) 大 ;甫 克 彦 改札よもやま話し

10-15 日本証券投資顧問業協会会長 山 中 郎 日本の株、アメリ力の株

10・21 平成11年第4回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

10・22 地域振興整備公団副総裁 (会員) 一 井 康 喜「電脳山田村塾」の 目指すもの

10・29 100チャりァィ ーコ ンサー卜 ピアノ久冗祐子

11-03 秋季ゴルフ会 箱根湖畔ゴルフコース

11-05 皆勤会員表彰式

11-11 松下電器産業実験施設 HI Iハウス見学会

11-12 示阪神興業顧問 (会員) τ口!，- ，工 誠 芙語の駄，西落雑考

11-19 J¥'-IJ-Dγ yリング (株)常務取締役 (会員) 難 波 i主F主弓 海 金属のお化粧 (ファンデーション)

11-26 特命全権大使 寺 回 輝 介 激動する朝鮮半島情勢

12-03 国際協力事業団総裁 藤 回 公 郎 国際協力の現場から

12-03 忘年会 銀行倶楽部

12-08 平成11年第5回ワインサロン

12-10 (株)シスァムス・インターナショナル会長 (会員) 荒 井 好 民日本人と日本語は何処からきたかっ

12-17 シオン短期大学非常勤講師 佐 藤 規 子 J¥'ねりでのj'J1J'/難民と NGO活動

12-29 第九を聴く会 サントリーホール
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日 イサ 行事名 例会講師肩書等 講師 i寅 題

01-07 新年互礼会

01・08 新春歌舞伎観劇会

01-14 経済同友会代表幹事 小林 陽太郎 日本経済の変革と今後の企業経営

01-21 丸紅建材りー ス(株)常勤監査役 j季 森 也 株主重視と EVA経営

01-27 国際懇話会外務省欧亜局審議官 神 余 隆 宏 今日(~んにち ) のドイツ

01-28 教育評論家 臨床教育研究所 「虹J 尾 木 直 樹 「学校崩壊」を読み解く

02-04 日本オフ クル(株)代表取締役社長 佐 野 力 日本に根ざす外資企業を 目指して

02・17 平成12年第1回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

02-18 パレスホァル常務取締役 I司 橋 得iN'/い シの法員IJ ? マ + I~のル ル!

02-25 東示電力(株)景品顧問 (会員) )11 崎 弘 電気事業の自 由化について

03-03 志賀法律事務所弁護士 (会員) 志賀」ず江 女性の目から事件を見れば

03-10 (会員) 須 藤 博 忠 オーストリアの政情について

03-17 損害保険料率算定会副理事長 (会員) 米 d峯 潤 }-o・トンネルの開通式に参列して

03-24 国際協力銀大阪支庖長(大阪クフブ会員) 倉 田 隆 之 関西地区のビッグ・プロジェク 卜

03-31 日本ガス機器検査協会理事長(会員) 佐 藤 満 秋 第25回ASPAC年次総会報告

04-07 靖国神社 「慰霊の泉」献納記念特別例会

04-11 第51回ファミリーデー 京王プフザホァル 檀ひとみミュー ジ力ルショ ー ジャズ演奏 大蔵省印刷局バンド

04-19 東京ガス扇島工場見学会

04-20 平成12年第2回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

04-21 お花見例会 於 葛西臨海公園キワ ニスの森寄贈地

04・28 日本Dγ11~À ・ 7 ~-うム代表 (会員 ) 井 浦 幸 雄 日本Dγ11mォーうAの活動について

05-12 前シリア大使 鏡 武 中東和平の現状と将来

05-19 警察職員生活協同組合専務理事 石 附 ヲム 韓国よもやま話

05-23 大蔵省滝野川工場見学会

05-25 春季ゴルフ会 府中CC
05・26 皮膚科医師(矢端健康事務所副所長) 矢 端 幸 子 老化を防ぐ食事と生活

06-02 ヴァイオリ スト 天 i高 敦 子 演奏とお話.ヴァ イオリンと私

06-09 冗阪神タイガース監督 τ日と 回 義 男 プロ野球よもやま話

06・15 平成12年第3回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

06-16 写真家 後 藤 健 ーワールドーユースと日本の茶の間

06・18 第88回キワ ース・インターナショナル年次総会マイアミビーチ大会参加

06-23 兼子岩松法律事務所パートナー (会員) 花 岡 巌特許訴訟の今昔

06-30 家族同伴夜間例会 ゲス卜 落語家 ニ遊亭金時

07-07 第34回キワ ス社会公益賞贈呈式 受賞者 東京医科歯科大学犯罪被害者相談室

07・14 (株)イオン フォレス卜取締役相談役(会員) 木 全 、ー‘ ツ 21世紀においても存在価値ある企業であるために

07-21 (財)公共政策調査会理事長 (会員) 山 田 芙 雄公務員を委縮させる倫理法

07-28 第16回東京キワースクフブ青少年教育賞贈呈式 受賞者 C E P・子ども ひろば

08-04 国際キワース基金理事(会員) 佐 藤 ;高 f!k 第85回国際キワース年次総会報告

次期日本地区会長(会員) 関 口 欽 也 '" 
JTB能力開発社長(会員) 石 本 人 '" 

08-18 海外貿易開発協会理事長 (会員) 横 山 太 蔵 プロ ゴルフ ・トーナメン トぱなし

08-25 づ，也o、 村 純 固い粋ファン ・ゴ ッホ書簡全集ノ ート

09・01 世界平和研究所副会長 (会員) 赤 i峯 環 地震は必ずやって来る

09-04 国際懇話会 アーサー・ D・リトル (ジャパン)社長 グレン ・7 'Jシマ 最近の日米関係

09・08 整理回収機構常勤監査役 (会員) 堀 内 好 司11住専処理とその後

09-08 第24回キワニス ・インタ ーナショナル日本地区年次総会和歌山大会

09-22 (社)東尽牛ワースウフブ定時総会

09-29 日本自動車連盟理事 難 波 靖 ‘，4口A クルマ文化の盲点 自動車レースと開発

10-06 東京電力側総務部防災グ IH' 大西斉，立石恵二 自然災害と電気の供給

10-13 在ーューヨー ク外交評論家 男H 須 霊 ITによる国境の崩壊と国家の行方

10-19 平成12年第4回ワインサロン 浅草ビュ ーホァル

10-20 国際協力銀行理事 丸 )11 和 久日本の経済、アジアの経済

10-27 ブフジル発見五百周年記念 日本・ブフジル親善ピアノリサイ タル (鈴木俗子)

11-10 皆勤会員表彰式

11・12 秋季ゴルフ会 箱根湖畔ゴルフコ ス

11-17 次期日本地区会長(会員) 佐 膝 満 秋 ガパナーエレクト会議に出席して

11-24 ニ菱商事 (株)顧問 (会員) 伊 線 信 {恵 カントリー・リスヴの見方

12-01 住友電設 (株)顧問 (会員) 川真田幸男 「社会シスァム研究会など」

12-01 忘年会 銀行倶楽部

12-08 ユ-AボウIT・ゲャ1¥'i専務理事 (会員) 荒木な ぎ さ 教育にもう 1つの大きな流れを

12・14 平成12年第5回ワイ ンサロン 浅草ビュ ーホァル

12・15 さくら総合研究所特別顧問 (会長) { 女 原 正約二1日本基金 (KJF)の設置構想

12-28 第九を聴く会 サントリ ーホール

24-



2001年「口ジャームー

日 イ寸 行事名 例会講師肩書等 講 師 i寅 題

01・05 新年互礼会

01-06 新春歌舞伎観劇会

01-12 (社)日本経済研究センタ一理事長 l¥ 代 尚 日ム 21世紀における日本経済の課題

01-19 社会基盤研究所主任研究員 富 ，尺 木 実 地域活性化と情報化

01-26 損害保険料率算定会副理事長(会員) 米 ，峯 ，閏 個人貯蓄1400兆円のゆくえ一心強い備えか

02・02 国民生活センタ 理事長 糠 谷 首R 平 21世紀の消費者問題と国民生活センタ ー

02-09 QUICK相談役(会員) 島 章 !申 ブッシュ政権下の米国

02-15 平成13年第1回ワインサロ ン 浅草ビューホァル

02-16 国際ジャ ーナリスト，湘南短大教授 広 ;閥 升 彦 スヌ ーピーで修正する対米イメ ージ

02-23 アセアン ・センタ 一事務総長 (会員) 恩 困 ー日本大使として経験した湾岸戦争刀ミ

03-02 精神発達障害指導協会専務理事 石 井 菜 「発達障害」の子達と 共に

03-07 第26回アジア太平洋会議参加 (パリ )

03・09 日本銀行監事、冗ルーマーア大使 山 圭士昔 昭外から見た 日本

03-16 日本地区会長 (会員) 関 口 欽 也 第26回ASPAC総会報告

03・23 7メリカン・r?Arレ1・γャ11'1会長 梅 本 章 夫 国際カ ードビジネス

03-30 丸紅側顧問 (会員) ;可 Aロh 英 史 国家危機とリーゲサッ7'(ドプーITと仏)

04・06 靖国神社 「慰霊の泉」献納記念特別例会

04-13 (財)国際金融情報センタ ー理事長 内 ，毎 字 市場経済の光と陰

04-17 第52回ファ ミリ デー 銀行倶楽部 シャンソンの夕べ(仲代圭吾・行代美都夫妻)

ゲスト ロジャ ・ムーア ・キワ ニス 100名誉会長

04・19 平成13年第2回ワインサロン 浅草ビューホァル

04-20 お花見例会

04-27 側タナチョ 一代表取締役会長 (会員) 田 中 玄，官包?、 子 ガフスロー ド

05-11 公正取引委員会委員 (会員) 柴 田 章 平 跡を絶たない入札談合

05-17 拓殖大学社会人公開講座ー産業と人間一 講師派遣 横 JlI 立市 創業の成功の条件

05・18 総合芸術家 野村万之釆 古くて新しい

05-25 一橋大学経済学部教授 i美 井 爾 国際金融・開発のゲート キーパー :IMFと世銀

06-01 前スウェ ーデ ン大使 藤 井 威 スウェーデンの福祉

06-07 拓殖大学社会人公開講座ー産業と人間ー 講師派遣 米 漂 潤 お金の話し

06-08 エルァィ総合法律事務所所長弁護士 (会員) 藤 谷 護 人 IT社会におけるeJ);1.nわ.メYト キワニスHP作成検討

06-13 国際懇話会 前駐中国大使 谷野作太郎 最近の中固と日中関係

06-14 春季ゴルフ会 東示よみうり力ントリーヴフブ

06-15 インタ ークフブ ミーァ ィング「ウフブ自慢」

06-21 平成13年第3回ワインサロン 浅草ビューホァル

06-22 国民生活センタ ー監事 (会員) 塚 崎 誠 -17rIT.HTの絵画とその時代のオうYゲ

06-24 第86回キワース ・インタ ーナショナル年次総会台湾大会参加

06-29 第17回東京キワ ースクフブ青少年教育賞贈呈式 受賞者 源 吾郎、 JUNKOアソシ工ー ション

07-06 ニ菱総合研究所主席研究員 浜 矩 子ユーロフ ンドの経済学

07-13 第35回キワ ース社会公益賞贈呈式 受賞者 東尽YWCAケアサポート

07-27 早稲田大学商学部兼大学院教授 木 下 俊 彦 小泉改革とアジアの経済

08-03 日本エマソン代表取締役 山 中 義 日本エマソン「経営哲学」

08-17 フルート奏者 τロt JlI 久 子 フルートと私

08-24 (財)金融情報シスァム理事長 大 須 敏 生 日本の地方自治・試論

08-31 情報彫刻家 ・埼玉?っブ会員 菊 竹 ，コF主弓 文 IT時代のパブリックアート

09-06 秋季ゴルフ会 東京よみうりカン トリークフブ

09-07 第25回キワニ スインターナショナル 日本地区年次総会東京大会

09-13 リーアモーター力一試乗会(第1班)

09-14 国立政策研究大学院大学教授 J .力 一 ア イス

09-19 リニアモーター力一試乗会(第2班)

09-21 国際都市3ミュゴーション理事 (会員) 瀬 智 司支倉使節はキューパとメキシ コ等で何を見たか

09-28 (社)東尽ヰワ ースウフブ定時総会

10-05 (会長) 島 章 {申 所信表明

10-12 オIh?A・i'bトマネシソント側取締役社長 (会員) 庚 瀬 駒 雄 不動産投資信託 (J-REIT)について

10-19 国民生活センタ 一理事 JlI 本 敏 少子化とわが国の将来

10-26 東芝ァック 側代表取締役社長 森 健 日本語ワ ープロについて

11-02 日本地区会長(会員) 佐 藤 ;高 秋 Building Today for Tomorrow' s Dreams 
11・09 伊藤忠商事側顧問 (会員) 長谷川和年 北方領土問題

11-16 皆勤会員表彰式 ブフイアン国際キワニス会長夫妻来会

11・30 前連合会長 鷲 尾 悦 也雇用政策の基本

12-01 2001年ボ7ンァィア国際年アヲションプフンにキワ ス・ドール活動参加「ポフンテ ィアの旅J(国立オリンピック青少年総合セ Jター)に出席

12-03 忘年会 銀行倶楽部

12・07 国際ジャ ーナリスト・冗ミス日本 大 同 美 貴 「神々の戦争」

12-14 原子力委員会委員長代理 (会員) 遠 藤 哲 也 日本と原子力

12-21 (財)日中経済協会理事長 (会員) 緒方謙 一 郎 中国は脅威かチャンスか

12-29 第九を聴く会 サン トリーホール



2002年「キワニス

l このi(l]年の保例会11

日 付 行事名 例会講師肩書等 講師 i寅 題

01-05 新春歌舞伎観劇会

01-11 東京大学総長特別講話並びに新年互礼会 佐々木 毅 政治主導再考

01-18 (会員) 5頁 藤 博 忠 民族問題再考

01-25 資本市場研究会理事長(会員) 長 岡 賓 教育にもう 1つの流れを

ユースポールジャ パン専務理事(会員) 荒木なぎさ 教育にもう 1つの流れを

02・01 国際大学教授G・C・セント所長 公 文 {変 平 IT革命の現状と日本の突破口

02-08 NPOえむ ・ぇむ国際交流協会代表 村 松 増 美 同時通訳半世紀の体験を語る

02-15 劇団目覚時計代表 (NPO法人青少年の心を育てる会副会長) 稲 垣美穂子 青少年に感動の場を

02-22 学習院女子大学助教授 桜 井 啓 子 現代イフンの女性たち

03・01 (財)公共政策調査会理事長(会員) 山 田 英 雄 ァロリズムの潮流

03-01 国際懇話会 前駐アルゼンチン大使 木 島 輝 夫日本から一番遠い国(アルゼンチン)の話

03-08 マナーデザイナ一、現代礼法研究所 石 下 官 子 マナーと愛

03-14 第27回アジア太平洋総会タヒチ大会参加 佐藤満秋元会長、国際理事に選出さる

03-15 中村勝美法律事務所 弁護士 (会員) 中 村 勝 美 遺言の話

03-22 女優 有 馬 稲 子 人生は廻り舞台

03-29 靖国神社「慰霊の泉J献納記念特別例会

04-02 春季ゴルフ会 我孫子ゴルフ倶楽部

04・05 食料・農業・農村政策審議会会長・東大名誉教授 今村奈良臣 食料・農業・農村政策の基本A9'J"

04-12 日本経済研究センタ一理事長 1¥ 代 尚 宏 少子晶齢化と社会保障改革

04-19 お花見例会 葛西臨海公園キワニスの森寄贈i世

04-26 国際キワース会長 B .キューナ ッ トAvenue to the Dream 
05-08 第1回明治学院大学「キワ ニス・ドールを作る会」

05-10 フフンスチーズ鑑評騎士 王 木 茂 子チーズと健康、平均寿命より健康寿命を

05-12 東京電力柏崎XIJ羽原子力発電所見学会

05-16 第2回明治学院大学「キワ ース・ドールを作る会」

05-17 (会員) 西 ，毎 巌現地で見たサ ッチャ 一政治

05・24 側住友生命総研理事長 (会員) 公 文 宏首都機能の移転

05-31 第53回ファミりーデー銀行倶楽部 員帆志ぷきショー

06・07 向社会性研究所主任研究員 樽 m 章 社会心理学から見た雪印のブフンドの罪と罰

06-14 月島機械側相談役(会員) 寄 木 正 敏 江戸時代の統治と城の関わり

06-21 観世流能楽師 中 森 白Eヨ日
一 奇蹟は偉大の証明

06-27 第3回明治学院大学「キワ ス・ドールを作る会」

06-28 側整理回収機構常勤監査役 (会員) 重 成 不良債権と RCC(整理回収機構)

07・05 側ヒュ ーム代表取締役社長 井 上 陽 セキュリティ業界に於るリ グーへの道程

07-12 側アイ・ビー ・エス代表取締 役 (会員) 勝 回 純 日本の社会と価値観の多様性

07・19 側C.P.A代表取締役社長(会員) 花 輪 iヨ円t 隆 歴史の証人としてのロウ人形

07-26 ヴァヌアツ共和国名誉領事 佐賀はがくれ大使 (会員) 吉岡文之助 明治維新の武士道、大平洋回帰

08・02 側東芝取締役社長 岡 村 正 21世紀の東芝

08-09 第18回東京キワ ースクフブ青少年教育賞贈呈式 受賞者 あゆみの会ファミリーキャンプ

08・23 野村総合研究所よ級研究員 横 井 正 紀 ITの民主化とユビキタス社会の到来

08-30 大日本印刷社長 (会員) 北 島 義 俊ものづくりに根ざした経営草新

09・06 第36回キワ ニス社会公益賞贈呈式 受賞者 キッズエナ ジー

09-13 NHKスポーツキャスヲー 有働由美子スポーツキャスター現場からの報告

09-13 第26回キワ ース・インターナン ョナル日本地区年次総会広島大会

09-20 渡 i量 紘 完全職場復帰官昌

09・24 国際懇話会 在日米国商工会議所代表 R'F・ヴロンディン The Effecl cf Enron Bankruplcy on Global Corporale Go¥'ernance 
09・27 (社)東京キワースクフブ定時総会

10-04 富士ゼ ロックス相談役 (会員) F昌h 原 明知の創造をすすめる経営

10-11 エスプフナードア力サカ理事長 城所ひとみ しなやかな街づくり

10-18 前環境省地味環境保全対策課長 鈴 木 克 徳 世界サミット (WSSD)報告

10・19 秋季ゴルフ会 箱根湖畔ゴルフコース

10-25 皆勤会員表彰式

11-01 日本地区会長 (神戸クフブ冗会長) 塙 直 Service with humble excellence 
11-08 すかいら ーく取締役最高顧問 横 )11 端 船旅のすすめ「飛鳥」ワ ルドツアーの体験

11-15 YFU日本国際交流財団専務理事 江 夏 啓 子 交換留学晶校生の今と昔

11-22 文教大学名誉教授 森 井 手IJ 夫 青少年の理解と援助(今できる』と)

11-29 次期日本地区会長(会長) 木 村 太 fls クヲブ活性化について

12-06 警察庁少年課長 荒 木 fls 少年犯罪抑止は治安回復の鍵

12・13 忘年会 銀行倶楽部

12-19 第4回明治学院大学「キワニス ・ドールを作る会」

12-20 冗九州管区警察局長 国 枝 英 郎佐致問題と北朝鮮

12-29 第九を聴く会 サントリーホール
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2003年「キワニス トル

この行事と例会 | 

日 付 行事名 例会講師肩書等 講師 演 題

01・04 歌舞伎400年記念新春歌舞伎観劇会

01-10 新年互礼会

01-17 すかいらーく取締役最晶顧問(会員) 横 )11 端続「飛鳥」ワールドクルーズの体験

01-24 損害保険料率算出機構副理事長 (会員) 山 口 公 生金融危機から学ぶこと

01-31 おりがみ専門家 {左 藤 芳 夫心の健康体操ーブロックおりがみ

02-07 J.坂崎マーケァ ィング側 渡 部 滋 之ビジネスとしてのスポーツの変遷

02-14 国際協力事業団顧問 藤 回 公 asサモアでのシニアポフンァィア

02-21 NHK会友 (会員) 中 村 好 郎今どんなテレビを買うべきか

02-28 マ ケット・ヲリエ ィション社長 (会員) 米 山 匠私の考える次の日本

03-07 検事総長 原 回 明 夫なぜ今司法改革か

03-14 J-)・71リー・イ)9ーかけlトγ1>1¥')社長 橘・フウシマ・咲，工 グローパルな人財

03-28 (会長) 木 村 太 郎 ASPACコタキナパル大会出席報告

04-03 春季ゴルフ会 我孫子ゴルフ倶楽部

04-04 靖国神社「慰霊の泉J献納記念特別例会

04-11 ビュー7イ 7J~工作)グ協会会長 (会員 ) 渡辺弥栄司いつまでも成長人も社会も

04-11 キワース・ドール贈呈式 東尽逓信病院

04-18 お花見例会 葛西臨海公園 キワースの森寄贈地

04-24 宝塚観劇会(雪組)

04-25 民間都市開発推進機構副理事長(会員) 米 i峯 潤 -120世紀成長の国際格差とグ日ー1¥"J~化

05-14 第5回明治学院大学「キワニス・ドールを作る会」

05-16 冗内閣情報調査室長 大 森 義 夫イフク戦争・北朝鮮問題と我国の安全保障

05-22 国際懇話会 駐日ポーフンド共和国代理大使 ヤドヴィガ.M・ロ ドウ'ィッチ日本 ・ポーフンドの友好関係

05-30 第54回ファミリーデー 銀行倶楽部 マリンパ演奏 水野与旨久

06-06 マッキンゼーアンドカンパニー シニア ・エ クスパート )11 本 裕 子道路公団民営化の方向性

06-11 NHK見学会

06-20 住友生命保険相互会社顧問 (会員) 木 村 輝 久わが国証券市場の歴史

06-26 国際懇話会独立行政法人経済産業研究所主任研究員 関 τ"とL、 雄 中国の台頭と日本

07-04 外務省領事移住部政策課長 一 好 盲 理 領事の仕事

07・04 キワニス・ドール贈呈式 順天堂大学病院

07-17 国際懇話会 前国連大使 佐 藤 f寸 雄国連と日本

07-18 第37回キワニス社会公益賞贈呈式 受賞者 地域ST連絡会失語症会話パートナー養成部会

第19回東京キワニスクヲブ青少年教育賞贈呈式 受賞者 淑徳短期大学非行問題研究会

08-01 道路交通情報センタ 一理事長 (会員) 野 田 健道路交通情報のお話

08-06 暑気払いビア パーティ 銀座7丁目ライオンクラシ ッヴホール

08-29 側ジェーシーフーズネ ット会長 大河原愛子 日本ビジネス社会の常識を超えて

一外国人女性Y'Jトレ7'~tーの挑戦

09-05 順天堂大学医学部教授 山城雄一郎 病棟に於ける遊びの重要性

09・10 国際懇話会 駐日フ ィリッピン大使 ドミンゴ ・シア ゾン東アジア共同体の建設と日本の役割

09-12 第28回キワニス・インタ ーナショナル日本地区年次総会大阪大会

09-12 第1回キワニス・ドールを作る会(事務局) NHKラジオ取材

09-19 (社)東尽キワ ニスクラブ定時総会

10-02 宝塚観劇会(星組)

10-03 日産自動車側相談役名誉会長 塙 義 一日産自動車の経営改革

10-17 皆勤会員表彰式

10・31 ありちギャフリー代表 (会員) 有 地 示 子ルネサンスの一人のヴィ ーナス

11-05 国際懇話会 冗韓国統一院長官、冗韓国中央情部第9局(北朝鮮) 康 徳 韓国の政情と北朝鮮問題

11-07 毎日新聞社論説委員長 菊 ;也 哲 郎非常識政府の民営化が日本を救う

11-14 第2回キワニス・ドールを作る会 (事務局)

11-20 第6回明治学院大学 「キワニス・ドールを作る会」

11-21 側 目立総合企画研究所社長 膝 原 作 弥李香蘭に見る昭和史

11-27 宝塚観劇会(雪組)

11-28 第1回淑徳短期大学 「キワニス・ドールを作る会」

12-05 日本地区会長(会員) 木 村 太 郎キワ ニス奉仕活動を考える

12・12 第3回キワニス・ドールを作る会(事務局)

12-12 忘年会 銀行倶楽部

12-19 済生会中央病院院長 末 舛 恵 一癌について

12-28 第九を聴く会 サントリーホール
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40周年実行委員会

。は委員長

荒 井 好民

岩 本 龍人

大堀太 千男

川崎弘

菅野明

北里光司郎

木全 ミツ

木村太 郎

木村輝 久

佐藤隆 園

。 中 田一男

贋 瀬 駒雄

福武正贋

横山太蔵

吉江 誠

o f t h設

広報委員会

。は委員長

青野厚子

大堀太千男

鎌倉 節

。 北里光司郎

北 島 義 俊

小 石 原 昭

佐 藤 隆 園

須 藤 幹 雄

塚田誠剛

中 田 一 男

中村哲二

贋 瀬 駒 雄

福 武 正 贋

横山太戴

横山直人

吉田 純

米山 匠

編集後記

東京キワ ニス クラブ設立40周年実行委員

会は、記念行事の一環として30周年のとき

のような立派な40年史は作らず、記念誌と

してパンフレット的なものを作ることとし

ました。そして具体的な作成作業を広報委

員会で行いました。この10年は、パソ コン、

Eメーノレ、デジカ メと いったIT技術の発達が

目覚しく、記録類もかなり電子化されてい

ましたので作成作業にはこれらをフルに活

用しました。 30年史の作成と大いに異なっ

た点であると思われます。 それか ら作成に

当っ てつくづく感じましたことは、キワニ

ス自身もこの10年で大いに変化してきてい

るということです。会員の数、構成、活動

内容またキワニスをとりまく環境など、 10

年前はまだまだ創立当時の色彩が色濃く残っ

ていましたが、これらは現在大きく変化し

ています。 この変化に積極的に対応してい

くため、 40周年記念事業のーっとして会員

の大増強運動を企画しています。新しい会

員を迎え、キワニ スの伝統を活かしつつも、

社会の変化にどう適用していくのかがこれ

からの課題であろうというのが本誌の作成

に当つての感慨です。

2004年 3月16日第 1陪IJ発行

2004年12月15日第 2席IJ発行
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PRIORITY ONE 

厚生大臣より社団法人を認

キワニスクラブは、 奉仕活動を行う民間の団体です。

1990年からは、特に幼い子供のための奉仕活動に力を入れています。

世界の約90ヶ国、 8，400のクラブ、 61万人が国際キワニスを構成し、

インディアナポリスにあります。

キワニスクラブは、 1915年 1月21日米国デトロイト市で生まれました。 当初はアメリカ とカ

ナダで発展していましたが、 1963年にはヨーロッパ 3都市に広がり、 日本では、 東京キワニスク

ラブが1964年 1月24日、 アジア太平洋地域で最初のクラブとして設立されました。

次いで名古屋、大阪、広島、神戸、仙台、札幌、横浜、高松、福岡、京都、千葉、新宿、和

歌山、 新潟、 泉州、 埼玉、 西宮、 渋谷、福山、 熊本、静岡の順に生まれ、現在22のクラブ、

会員は約1500名です。

東京キワニスクラブは、

可されました。

その本部は米国

キワニスとは、 デトロイト周辺に住んでいたアメリカ原住民の言葉

“Nun-Ke e-wan-i s みんな一緒に集まる) に由来します。

1967年 2月27日社会奉仕団体として初めて、

ラブとはキワニスク


